
主催　　　立教大学文学部文学科 
問合せ先　学部事務1課（03-3985-3392） 
　　　　　proust.rikkyo@gmail.com   
　　　　　Twitter　  @proust_rikkyo 

申込不要・入場無料、定員140名（先着順）。 
テキスト（プルースト作・吉川一義訳『失われた時を
求めて』第8巻「ソドムとゴモラ　Ⅰ」岩波文庫、
2015年）を通読して、ご持参ください。 

【連続公開セミナー＠立教大学】 

　岩波文庫から刊行中の吉川一義氏による 

　新訳で 
プルーストを 
　読破する 
　第8回「ソドムとゴモラ 」 
　2018年 12月1日（土）14:00-16:00 
　立教大学池袋キャンパス　10号館X204教室 

　 講師 　野崎 歓 氏（東京大学教授） 
　 司会 　坂本 浩也（立教大学教授） 
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公開セミナー「新訳でプルーストを読破する」第8回 
講師紹介 
野崎 歓（のざき・かん）氏 

ひたすら「あこがれ」の思いに
染め上げられ、ロマンチックで情
熱的な、欲望と誘惑にみちあふれ
た物語を紡ぎ出している

☞「「あこがれ」のプルースト」 
『われわれはみな外国人である̶̶ 
翻訳文学という日本文学』五柳書院

「心の間歇」はオブジェをめぐる冒険
である。

語り手のみならず読者にとってもかけがえのな
い存在となっていた人物に捧げられる最後の重要な一
節

☞「夢うつつの詩学̶̶ネルヴァルからプルーストへ」 
『フランス小説の扉』白水Uブックス 

プルーストの作品
はその根幹においてくもりない明るさ、晴れやかさを
備えている

☞『フランス文学と愛』講談社現代新書 

全14回のゲストとスケジュール（予定＊） 

　　本研究は、JSPS 科研費 JP 18K00490 の助成を受けています。 

ネルヴァルと現代文学のあいだで


